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1!lfi伐採の 5つの方法とした。開怜務は立木本数に対するi間伐木の本数比取で表し， 10， 20， 30% 
の3通りとした。上機関伐は政経の太いものから，ア瞬間伐は逆にキIいものから伐採木を選木す
る。また全勝開伐は各砿筏|幣おける 11伐準が問ーになるように，名斑提!清からまんべなく選木す
るブ''j rtである。各n~子期における施設(伐採)方法は皆伐及び無伐採をf誉めて 11通りである o 林齢
30年から70=年皆伐として40年 5王手釘:にi潟{北方法を選択するとすればその組合せは1の9来とな
る。段過な間伐方法を探紫するため，この紛合せ全てを比較検討することは不可能である。そこ
で， i;番13の選択|時期における j帯Bの林分の直結離別本数分布を Rijで殺す。 i番自の選択時期
における j 番目の林分を間伐することにより符られる丸太材績の評髄懐古~ Pijkで表す。添字ktま
k番目の施業方法を;初球している。また，計調当初から i番目の選択時期のj番iヨの林分状態に




MAXQ2m = max 1 MAXQlj十円jk!
ただし， MAXQlj = 0である。以下問機にして，








. MAXQim = max 1 MAXQHj十 PHjkl k=l，.....，l (1.3) 
となり，日番誌の最終段階における散大の評価値Q川は






d = a • hb • dbhC (2) 
149 
dbh 胸i勾n自宅， h 樹高
採材する位援を伐採i潟 (ho)を器準として，元IJから長さで設す。 4m材と 3m材・を各 1本を採
材した場合，それぞれ4十 ho，7十 hoの治jさにおける直結を (2)式から算出し，米はfilH壬とし
材積計算ができる。 1m伐木の樹高は成長モデルにより各i的主階別に計算されるo 段通な掠材・退問主
は (2)式を用いて， IHJ伐木の夜筏階絡に D.P.の手法により計算した。伐採高から hメートルの
{立践で採材した場合の，それまでの採材・した丸太材績の故大詳細他S(h)とする。丸太の材長は
2， 3， 4， 6m，その材・績表側備を f(d，L)とすれば， S (h)は (3)式で示される。
S (h)口 max ! S(h -L) + f (d ， L) i L口 2，3，4，6 (3) 
zai (h)口し











討を行った。①林i紛が問…で， ha 当りの本数の設が10本以内， @(4)式で表される寵控l格別本
数の殺の評価値(t)が5以下であること。以上の 2点を満足する林分j，kを同…状態、にあると
凡なし統合した。


















1、able2 lndex of log valuation 
淡1 各分別における林分状態数
Tabl巴 1 Number of forest condilion 
log lenglh (m) 



















































































Table 3 Example of optimum bucking 
殺ti¥tJi30m，)1旬高誼筏30cm
Height: 30日1，DBH: 30cm 
差是4 絞巡tm1え首j'磁の計算総栄
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際]1-] 各樹齢におけるi度後階別本数分布(林指令29-54)
Fig. 1-1 Change of diameter distribution (forest age 29-54) 
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lilJl-2 若手樹齢におけるi的対皆別本数分布(林齢54-69)
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凶2 筏級・材長別丸太本数(附伐54:!F!:f:.)
Fig. 2 Number of log日veryend diameter (thinning age 54) 
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関3 f壬級・ 4せ炎別丸太本数 (IIU伐69il::~t.)
Fig. 3 Number of log every diameter (clear寸:uttingage 69) 
関2に樹齢54:1ド生でよj国間伐した場合の控級別材長別の丸太本数を示す。筏級が12em以下で、は
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Resum長
W邑investigatea thinning plan which is optimized by Dynamic Programing based on a change of 
diameter distribution. The idea of diameter distribution change is propos巴da system yield table 
by YANAMOTO. An index of log value that is calculated by length and diameter of log is used 
for evaluation of planning. So. this method can reflect log price. This planning method is v巴ry
useful to manage forest. 
